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①アレルギー疾患患者や家族に対する相談対応

医療従事者・教育関係者を対象とした
メール相談システムを構築した

ホームページを開設
「くまもとアレルギー相談室」

https://www.kumallergy.jp/

https://www.kumallergy.jp/


①アレルギー疾患患者や家族に対する相談対応

①メールにて相談受付
（医療・教育関係者のみを対象としています）

②web上で回答
（どなたでも閲覧できます）



②地域の医師に対するアレルギー疾患研修会の実施

日時 テーマ 内容 参加数

第1回
小児の
食物アレルギー

1. ナッツアレルギー
2. 乳児の鶏卵アレルギー

48名

第2回 小麦アレルギー
1. 食物依存性運動誘発アナフィラキシー
2. 加水分解コムギによる小麦アレルギー

85名

第3回 他科との連携
「他科の先生に聞きたい、

アレルギーのアレコレ」
58名

第6回 特異的IgEの使い方 皮膚科における特異的IgEの使い方 87名

＜熊本アレルギー症例検討会＞
 呼吸器内科、皮膚科、耳鼻科、眼科、小児科の当番制で主催
 テーマとして日常診療にて遭遇する「よくある症例」を取り上げる
 3か月ごとに開催
 web開催とし、県内全域からの参加を可能とした．
 会員登録数：217名



②地域の医師に対するアレルギー疾患研修会の実施

 「本会としての見解」として
毎回まとめスライドを作成し、
参加できなかった先生にもメールにて
資料を配布

 開催案内はメールにてお知らせ
• 質問もメールにて受け付けます。



③アレルギー疾患に対する情報提供

1.熊本アレルギー疾患連絡協議会メーリングリスト
の作成
 会員数 18名（その他管理者1 名、非登録者1 名）
 症例検討会、会議等のお知らせに利用

2.公式twitter
 災害時の通信手段としてメーリングリストとリンクし、情報収集・周知に利用予定

3.研修会への講師派遣
 食物アレルギー対応についての教育関係者からの要望が多い

テーマ 内容 参加数

小児の食物アレルギー
阿蘇市
食物アレルギー児の給食対応

24名

小児の食物アレルギー
県保育協議会主催 研修会
食物アレルギー

166名

小児の食物アレルギー
熊本市内 保育園合同研修
食物アレルギー児対応

82名

小児の食物アレルギー 県栄養士会主催 研修会 31名



④アレルギー疾患に係る診断等支援

1. 地方中核病院へのアレルギー診療支援
 iPadを配布し、webにて拠点（連携）病院の専門医が、地方中核病院に勤務する医師の診療を支援している。

 診療相談
 地域の医師を通じて、受診した外来患者と専門医を結ぶことも可能となった。

2. 女性医師を対象としたアレルギー診療の啓発
＜食物アレルギー入門講座＞
 少人数でのディスカッション形式による症例を通した勉強会(全3回）
 食物アレルギー診療ガイドライン（日本小児アレルギー学会）を配布、教材として利用．
 webを用い、自宅からの参加も可能とした。

 診断（1/20予定）、検査（2月）、フォロー（3月）
 実臨床での疑問点も収集
 8名（小児科、皮膚科）が応募

診療科 支援中の病院 相談数 相談内容

呼吸器
内科

阿蘇医療センター 天草中央総合病院
人吉医療センター 水俣市立総合医療センター
公立玉名中央病院 熊本地域医療センター

2
・ACOコントロールについて使用薬剤や形態等の相談
・難治性喘息に対する治療方針

皮膚科
公立玉名中央病院 熊本総合病院
大牟田天領病院

-

耳鼻科 熊本総合病院 熊本労災病院 -

眼科 水俣市立総合医療センター 人吉医療センター -

小児科
水俣総合医療センター
天草地域医療センター

3

• アトピー性皮膚炎の治療
• 経口負荷試験の相談（負荷量、適応、検査時期）
• 特異的IgEが利用できない食物抗原の診断について


